
‐
ツ
ア
の
あ
る
商
品
　
ヽ
１
商
品
″
ら

く
ろ
う
」

を
合
い
・
，
一ば
に
私
た
ら
は
日
々
，
力
を
Ｌ
て
い

，
う

．
．ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
の
業
界
規
，

（約
２
０
０
億

円
／
年
一
は
決
し
て
大
き
く
な
い
が
　
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
当

社
の
業
界

ン
，
ア
は
そ
の
半
分
以
Ｌ
を
確
保
し
て
い

る
．
ま
た
　
当
社
の
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
は
ネ
ー
ム

バ
リ
ユ
ー
も
高
い
．
そ
こ
に
は
　
本
企
画
テ
ー
マ
で

あ
る

「
ヒ
ッ
ト
商
品
と
そ
の
時
代
背
景
」
が
あ
っ
た

は
ず
で
、
こ
れ
を
振
り
Ｉ
る
こ
こ
に
す
る
．

当
社
，
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
の
歴
史
は
　
昭
和
然
年

に
ア
ル
ミ
コ
ー
ル
ド
テ
■
ン
バ
２
０
０
ト
ン
，
■
一芝

名

――‐
圧
工
場
段
に
納
入
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
当
社

が
日
本
初
の
，
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
と
な
っ

た
。
そ
の
開
発
は
　
後
発
の
他
社
が
欧
米
話
回
と
技

術
提
携
し
た
の
に
，
―
で́
　
■
■
そ
の
他
を
参
考
に

し
て
独
自
に
開
発
し
た
も
の
だ
っ
た
．
当
時
の
話
先

＋
の
“
力
■
書
一気
込
み
の
た
ま
も
の
で
あ
る
．

マ
シ
ン
■
デ
ル
は
　
業
界
の
ニ
ー
ズ
ｔ
最
新
，
術

を
つ
ね
Ｌ
収
―
込
み
な
が
ら
、
Ｄ
Ｃ
の
無
印
か
ら
Ａ

シ

リ

ー

ズ

↓

Ｂ

Ｉ

Ｃ

一
大

型

は

Ｃ

Ｓ

一　

・
Ｃ

Ｌ

　

そ

Ｌ
で
最
近
販
売
し
た
Ｊ
一人
■
は
Ｃ
Ｓ
２
●
ン
リ
ー

ズ

ヘ
と
至
っ
て
い
る
。
＋
―■
こ
の
■
デ
ル
チ
ェ
レ
ジ

の
ｒ
過
の
十
で
、
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
の
誕
■
に
つ
い
て
諄

明
Ｌ
た
い
．

昭
和
”
年
　
目
動
車
の
大
衆
化
ブ
ー
ム
が
国
内
で

創立50周年
記念

ヒット商品とその時代背景

●

●
　
■

一
　

‐■

´
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

お
こ
り
、
ト
ヨ
タ
「
カ
ロ
ー
ラ
一、
国
産
．十
二
十
」

を
代
表
と
し
て
大
型
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
の
需
要
が

驚
異
的
に
増
加
し
た
．
こ
の
当
時
、
当
社
で
は
こ
の

需
要
を
Ａ
シ
リ
ー
ス
で
，
応
―
．た
が
、
良
品
が
出
に

く
い
　
射
出
志
が
狂
う
、
タ
イ
バ

，か
折
れ
る
　
●

イ
ブ
レ
ー
ト
が
割
れ
る
、
自
動
機
が
故
障
す
る
等
の

ク
レ
ー
ム
が
Ｌ
出
し
　
人
■
自
動
立
メ
ー
カ
ー
が
ら

敬
上
さ
れ
た
し
た
．

こ
れ
ら
を
挽
回
す
る
た
め
　
昭
和
ヽ
年
、
Ｃ
シ
リ

ー
ズ
の
間
企
に
■
■
し
た
。
開
発
コ
ン
■
プ
ト
は

高
性
止
射
出

一射
出
の
速
度
と
圧
力
の
独
立
制
御
一

三
高
剛
性
　
自
動
仕
●
　
給
湯
，
こ
の
電
勤
化
　
■

■
■
置
の
大
幅
見
直
し
な
ど
多
く
の
新
規
課
嘔
を
抱

え
た
も
の
た
０
た
．

す
べ
て
，
謀
Ｌ
に
対
し
て

既
成
慨
全
を
　
■
Ｌ
た
■
想
で

対
応
し
た
．
す
な
わ
ち
射
―――
性

能
で
は
　
，
来
の
ヽ
圧

ン
リ
ン

ダ
ー
の
中
を
く
り
ぬ
い
た
，
ル

チ
ェ
ッ
ク
万
人
か
ら
独
立
■
給

の
複
合
バ
ル
，
方
式
を
、
■
出

一〓
」

在
ア
の
相
対
せ
方
式
か

ら
　
当
■
の
■
一ｉ
ｔ
す
る
ボ
ー

リ
ン
グ
加
工
に
よ
る
、
絶
対
猾

度
に
よ
る
志
出
Ｌ
方
法
で
あ
る

Ｃ
ブ
レ
ー
ム
を
採
用
し
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
．

Ｃ
シ
リ
ー
ス
は
昭
和
ｍ
■
に

完
成
し
た
が
　
時
を
同
じ
く
し

て
　
白
動
車
の
合
理
的
■
■
方

式
．ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
・す
な
わ

ち
ヽ
「
夕
石
枚
方
式
が
注
目
さ

れ
た
し
た
．
こ
の
モ
デ
ル
エ
場

″
一し
て
、
Ｆ
Ｆ
ミ
ッ
シ
「
ン
十

■
の
ま
市
，
さ
■
う
ら
一
工
場
が

建
設
さ
れ
た
。
先
成
当
初
の
マ

シ
ン
仙
入
実
泄
は
　
Ａ
シ
リ
ー

ズ
の
後
遺
ｉ
ｔ

，
り
、
■
合
他

既成概念を―掃し業界をリードした

ダイカストマシンCシリーズ

社
と
の
刊
入

比
■
は
１
対

２
の
制
今
で

，り　っ　一
一
．　　‐」

か
し
　
部
品

在
庫
■
●
力

圧
柿
さ
せ
る

看
板
■
●
■

■
は
、
〓
レ

ン
評
価
に
人

き
く
影
響
ｔ

一御
装
置
を
ｉ
成
さ
せ
た
．

同
　
の
Ｃ
シ
リ
ー
ズ

一内
で
も
　
時
代
の
，
求

成
に
よ
り
、
当
社
の
ダ

，
え
る
こ
と
１■
な
っ
た
．
ダ
イ
カ
ス
ト
の
上
産
業
は

■
迪
―
――
‘
●
■
●
単
●
で
の
生
産
一ヽ
あ
っ
た
も
の

か
十
個
卓
１‐１
に
な
っ
た
こ
と
で
、　
マ
シ
ン
は

今
型
交
ｎ
を
，
争
に
要
求
さ
れ
、
射
出
の
送

●
上
Ｌ
力
が
独
●
制
御
一ヽ
き
る
当
社
の
Ｃ
ン

‐ｌ
ｌ
●
は
　
，
■
ス
ト
イ
ン
生
産
１■
■
企
な

対
応
が
で
き
た
の
で
あ
る
．
こ
の
結
果
、
■

に
多
品
■
少
最
上
と
に
は
Ｃ
シ
リ
ー
ス
マ
シ

ン
が
不
可
欠
と
な
り
、
以
降
に
は
独
占
的
に

納
入
さ
れ
ｌｌｌ
し
た
．
ま
た
　
同
ｉ
の
現
象
が

他
の
ユ
ー
ザ
で
も
■
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
．

そ
し
て
、　
ユ
ー
サ
ー
ニ
ー
ズ
●
新
た
な
マ

シ
ン
ニ
ー
ズ
を
‐―，
た
だ
．
輩
古
■
時
間
の
■

柿
Ｌ
●
イ
カ
ス
ト
品
質
の
向
上
と
い
う
目
的

で
、
嘔
口
年
ト
ー
タ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制

御
装
置
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｓ
が
誕
■
す
る
こ
Ｌ
に
な

イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
は
　
世
卜
で
初
め
て
射
出
■
度
と

圧
力
を
先
令
独
●
（増
圧
タ
イ
ム
ラ
タ
レ
ス
●
ｏ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．

こ
う
し
て
　
■
』
―
・か
け
て
い
た
当
社
の
ダ
イ

カ
ス
ト
マ
シ
ン
，
ェ
ア
は
、
出
発
コ
ン
ｔ
，
卜
Ｌ

時
代
要
市
の
合
共
に
よ
――
‐――‐
復
す
る
こ
と
が
で
き

た
．
当
社
の
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
は
、
平
成
１２
年

春
に
上
庁
累
■
９
千
台
を
■
■
，
る
予
定
で

，́
る
．

今
回
　
時
代
背
景
も
大
き
く
変
わ
り
、
次
の
時
代

を
見
＝
え
た
新
た
な
Ｌ
ツ
ト
商
品
の
開
発
が
　
ダ
イ

カ
ス
ト
業
界
の
発
晏
と
当
社
シ
ェ
ア
の
詳
保
に
不
可

欠
で
あ
り
、
東
芝
機
■
の
，
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
と
い

う
プ
ラ
ン
ド
不
―
ム
を
さ
ら
Ｌ
高
め
る
こ
ル
一に
な
る

ｔ
ｒ
信
す
る
．　
　
　
　
　
〔西
ダ
〕
岩
本
Ｇ
Ｐ
Ｍ

る

．　
ダ

イ

カ

ス

質

は

ア
ル

ミヽ

の
浴
湯

が
同
ま

る
一剛
に

金
型

に

鋳
込

み

加
庄
こ

せ
る
必
要
が
あ
り
　
こ
の
時
間
は
わ
す
か
「拘
［
秒
」

で
決
ま
る
．
人
間
の
感
■
で
は
加
え
さ
れ
な
い
院

時
を
い
か
に
精
度
■
く
管
理
す
る
か
か
品
質
管
ロ

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
さ
せ
る
べ
く

一当
社
は
　
業
界
で
い
ち
早
く
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
制

ダイカストマシン

コントロニラの進化

● |● 30ASI

●1650',タィカストマシンi/1□

0,hり ,]Ac3だ● ケ ′カストマシン三■三

●]A〔〕3

-7-


